




























知鋭指数12 5 "平素の成績クラス内で 2.話番，学年 (90 0余名)では 4・50番，教科の











家族は次のとj;>!:>。組父 (74歳 会社重役) .徳母(71歳) .父 (42議 .洋品雑貨小売業〉










































なさる迫力 ・活力は， rだj謁の文体から〈るととろかもしれ念いが，いかKも布川-らし く魅力も
感じられる。

























































1 2~では e まだデパートもなかったので，二人は自分たちが働すば働〈ほどその報酬の大きいと
だいじな場面だ，綿密巴書け，努力ゃくふうし'l:Cとなどもっとセく$ん入れて
とを知、.!;l，がむしゃらK働きました@当時道路は舗装もされて訟らず，外資書ーもな(. "t-::た〈夜は e









































































































前回，指示された箇所K充分気をつけ，わら紙 H枚に書き下してきた。 l反稿用紙にしたら 2o:tl 
近い。主t貨とも('(前回をはるかκ上凪る。
次tc:.舞~2 縞を示すが.同時K器売削箇所をii き加えてい〈。請書は本文とはさらに多少~-::.た部
分があτたかもしれないがζ 与には似せない.なま，.J 3由めの添削をするつも りだf たが，弘が感







「そう .10か 60ぐらいじゃないんですか。 j
すかさず弘が ，












κ気をつけている。 ζの弘の働〈というのは ，弘の生きがいであ t.章受』設の健康法でもあるのだ。 J









































































































最初tまねずか 5お(の短いものでした。書きたいζとはたく さんあ古たのに築;61進みをせんで した。
しかし，いろいる注怒されてからは，どんどん原稿用紙VC気持らがのbました。
…・自然描写の少しもはいらなかったζ と，祖父母だけが中心I'C7l: T ，私たちきょうだいやまわ
Dの人々がさっば P顔を出していないのは失放でした。ワキ役不足といったととろです。書き出し
rtも苦心しましたが，と代か〈工い経験と君主P書〈自信がつきま，した…………。
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